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寒冷期におけるホルスタイン種哺乳子牛の血 しょう成分
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1緒    言

寒冷地での哺乳子牛育成において,保温を重視するあま
り.畜舎の換気が悪いことに起因する疾病の多発が問題と
なっている。前報

3)に
示すとおり, 黒毛和種哺乳子牛は母

牛と一緒に飼養されることによる防寒効果を得ている。し

かし生後数 日間で母牛から離されるホルスタイン種哺乳子

牛は,母牛による保温あるいは生乳の給与という保護を得
られないので,どの程度の開放的な飼養条件が可能である
かを明らかにするため,寒冷が子牛の生理学的特性に及ぼ

す影響を検討した。

2 方     法

供試牛は12月 3日 に農家から購入したホルスタイン種雄

子牛 (約 7日 齢 )6頭を用い, 4日 間屋内哺育房で飼養し
た後 表 1に示す 3種飼養条件下にそれぞれ 2頭ずつ配置
して12週間,ま たその後全牛屋外哺育房へ移して 4日 間.
人工哺乳による哺育を行った。供試牛はすべて個別飼養 し

た。この後 4か月間.全牛一緒にして濃厚飼料給与による
育成を行った。なお屋外カーフハッチは屋根つきのベニア

板のかこいとし,屋外哺育房はhllのみで風雪が吹きさらす
ものであった。

表 1 飼養条件,日増体量と開始時血しょう蛋自

処理区 飼養環境

1日 当たり増体量0,) 試験開始前
〔12/6〕

哺育期
1)育
成期
2)

A
-1

-2
-1
-2
-1

-2

B

C

屋内哺育房

カーフハッチ

屋外哺育房

0 73      1 03

0 72      0 69

0 67      0 83

0 65      1 25

0 55      0 77

0 60      078

54
65
60
64
53
63

注 1):1%～ %3 2):%3～ 6/21

試験期間中経時的に採血を行った。哺育期は朝 9時哺乳

前に,育成期は,3時に採血した。また屋外哺育房へ移動後
4日 間は夜間に採血と体温の測定を実施した。血液の測定

項目はヘマトクリット値,血 しょう中の尿素窒素 グルコ
ース 遊離脂肪酸 総蛋白 コレステロール カルシウム

無機 リン アルカリホスファターゼ クレアチンホスホキ
ナーゼであった。なお,屋外移動後 4日 間の調査ではこの

ほかに全血中の乳酸を測定した。ヘマトクリット値は高速

遠心法,総蛋白は日立屈折蛋自計,乳酸はベーリンガー
マンハイム社製造のラクテートテストによって測定 した。

この他の血しょう成分の測定は,日立の自動分析機 705形

用に調製された和光純薬の試薬を使用 した。

3 結 果 と 考 察

1日 当たり増体量は表 1に示すとおりで,A区が良好で
B区がこれに次ぎ C区は最低であった。育成期の増体は
個体差が大きくなってきたが,C区の増体はあまり良好で
はなかった。

屋外飼養では屋内飼養と比べて下痢の発生が少ないとい

われている
1)が
,本試験においてもAB区 に比べてC区

は下痢の発生が少なかった。A-lιま特に下痢回数が多か
ったが,こ れは初乳摂取の指標となる血しょう蛋白濃度が

表 1に示すとおり,試験開始時において低い値となり,A
-1が初乳を十分に摂取していなかったことに起因するも
のと思われる。またC-1の血しょう蛋白濃度は低い値と
なったが,c-2が期間中 1日 しか下痢をしなかったのに
対し,やや多く,特にC区のきびしい寒冷環境下において
ひとたび下痢になると,急速に衰弱する傾向がみられた。
北海道の鹿追町においては子牛の買入れに際して,高い血
しょう蛋自濃度の子牛には奨励金の加算を行うことにより,

初乳給与の徹底をはかっているが
2).寒
冷地での育成にお

ける初乳給与の重要性を考慮 した点は,参考にすべき事例
であると思われる。

C区の子牛は試験開始後数日で鼻斑部が紅色になり, 3
～ 4週後には黒斑が出て,軽度の凍傷が観察された。また

蹄にも凍傷跡がみられた。特に後肢の蹄の症状が重く, こ
れは休息時に前肢の蹄が体に密着するのに対し,後肢の蹄
は牛床に接し常時寒冷状態にさらされていることによるも

のと考えられる。6月 6日の調査時において,蹄の凍傷跡
と毛のはえぎわとの間隔が 3115醸であった。蹄の成長が 6

～8爾/復 である
4)こ
とから, 1～ 2月 の厳寒期に凍傷にな

ったことを示すものと思われる。

血しょう成分の経時変化をみると,図 1に示すとおり,
尿素窒素はC区が他の区と比べて高い値で,グルコースは
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低い値でそれぞれ推移した。これはC区におけるエネルギ
ー欠乏が主要原因と思われる。ただしエネルギー代謝の指

標の一つである遊離脂肪酸については,区間差が認められ
なかった。

なった。コレステロールのエステル比については,総コン

ステロール含量の大きな変化にもかかわらず,試験期間中

常に一定の値を示し,70～ 80%であった。
ヘマトクリット値において区間差はみられなかった。試

験開始時のヘマトクリット値には個体差が大きかったもの

の,3か月齢以降は全牛35%程度 となった。エネルギー代
謝に関与するミネラルであるカルシウムや無機 リンについ

ても,区間差は認められなかった。C区において蹄が凍傷
による損傷を受けたが,骨の異常と関連するアルカリ性ホ
スファターゼや.筋肉の傷害の指標となるクレアチンホス

ホキナーゼについては,特異な変化は認められず,凍傷に
よる血液生化学的な影響は把握されなかった。

全牛を屋外哺育房へ移動させた後の,血 しょう成分の変
化については,ほとんどの測定項目においては区間差がみ

られなかった。しかしェネルギー代謝の指標となる遊離脂

肪酸については,夜間寒冷時にA区カギ訂い値となり,屋外
べ移動し寒冷にさらされたことにともなうエネルギーの消

耗力:唯察された。しかし,尿素窒素やグルコース,あるい

はふるえの指標となると考えられる乳酸などへの影響がみ

られず,その後の発育も順調であることから,た とえA区

のように不十分な寒冷適応状態で哺育終了後直ちに屋外へ

移動させたとしても,その後順調に適応していくものと考

えられる。
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図 1 血しょう成分の育成に伴う変化

総コレステロールについては哺育の進行にともなって上

昇したが,黒毛和種では寒冷条件がきびしいほどその上昇
傾向が著しかった

3)の
に対し,ホルスタイン種においては

区間差がみられず.寒冷による脂質代謝への影響は判然と
しなかった。また人工哺乳を打ち切った後の育成期におい

ては,急激に総コレステロールが低下し,60嗜/機程度に

同一条件ではホルスタイン種において,寒冷による生理

学的影響は黒毛和種に比べて小さいと思われるが ,子牛だ

けで飼養されるため,きびしい寒冷環境下ではエネルギー

不足の状況となる。このため屋外飼養によって下痢の発生

が減少したとしても,ひとたび下痢になると消耗がはげし
いので,カ ーフハッチ程度の保護は必要であり,牛床への

敷料は重要である。しかし一般に,過剰な保護による密閉
状態で下痢の発生があるので,ハ ッチの利用ではできるだ

け通風をよくすることが望ましい。
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